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◆大分県のすがた

○人口

1,106,294 人

○世帯数 494,095 世帯

○面積 6,340.70 ㎢

○市町村数

14 市 3 町 1 村

（注）1. 人口は令和４年版大分県の人口推計報告による。（令和４年 10 月１日現在）
2. 面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」による。（令和５年１月１日現在）

（注）1. 大正 9 年～平成 27 年は独立行政法人統計センター「政府統計の総合窓口」による
     2．平成 28 年以降は大分県の人口推計報告による

◆県名の由来
　おおいたの名の由来は、８世紀前半に当時の政府が地方の状態を知るために編集した『豊後国風土記』にさかのぼ

、哉るな大広「、時たれ訪を地のこが皇天。すまいてめ求を来由に皇天行景ていつに”たいおお“、とるよにれそ。すまり

この郡は。よろしく碩田（おおきた）国と名づくべし」と述べたとあり、これがのちに“大分”と書かれるようになっ

たといいます。しかし、実際の大分平野は広大とは言いがたく、地形はむしろ複雑であるため、“多き田”が“大分”

になったとの見解が、最近の定説とされています。 （大分の魅力徹底ガイド「GUIDE-O」より）

県花・県木「豊後梅」 県鳥「めじろ」 県徽章
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１．土木建築部の組織 （令和5年４月１日現在）

関機方地）２（庁　　本）１（

土木建築部
　部長
　審議監
  （総務企画担当）
　審議監
  （技術企画担当）

総 務 班

土 木 建 築 企 画 課
企 画 管 理 第 一 班
企 画 管 理 第 二 班

公共工事システム班

経 理 ･ 厚 生 班
建 設 業 指 導 班

企画・アセットマネジメント推進班
管　理　調　整　班

建 設 政 策 課
建 設 技 術 情 報 班
事業・環境評価対策班

工 事 検 査 室

用 地 対 策 課
用 地 指 導 班
収 用 管 理 班

道 路 建 設 課

管 理 班
企　画　調　査　班
国 道 班
県 道 班

道 路 保 全 課
道 路 管 理 班
防 災 ・ 保 全 班
施 設 改 良 班

管理・水資源対策班
企 画 調 査 班

河 川 課 河 川 整 備 班
防 災 班
ダ ム ･ 海 岸 班

公共工事入札管理室

管 理 班

港 湾 課
企 画 調 査 班
港 湾 整 備 班
防 災 ・ 海 岸 班
港 湾 振 興 班

砂 防 課
管　　　理　　　班
企画・土砂災害対策班
砂 防 施 設 整 備 班

管理・土地利用班

都市・まちづくり推進課
街路・区画整理班
景観・まちづくり班

公園・生活排水課
都 市 公 園 管 理 班
都 市 公 園 整 備 班
生活排水・下水道班

管理・ニュータウン班
建 築 住 宅 課 企 画 調 査 班

指 導 審 査 班

公 営 住 宅 室
住 宅 整 備 班
住 宅 管 理 班

企 画 調 査 班
施 設 整 備 課 技 術 管 理 班

保 全 計 画 班

入 札 管 理 班

工 事 検 査 第 一 班
工 事 検 査 第 二 班

（土木建築企画課）
豊後高田土木事務所 総 務 課

建 設 ･ 保 全 課
総 務 課国 東 土 木 事 務 所
建 設 ･ 保 全 課

総 務 課
企 画 調 査 課
管 理 課

別 府 土 木 事 務 所 用 地 課
道 路 課
河 港 砂 防 課
建 築 住 宅 課
総 務 課
企 画 調 査 課
管 理 課

大 分 土 木 事 務 所
用 地 課
道 路 保 全 課

河 川 砂 防 課
建 築 住 宅 課
大 分 港 振 興 室
総 務 課
管 理 ･ 保 全 課
建 設 課

臼 杵 土 木 事 務 所

建 築 住 宅 課
総 務 課
企 画 調 査 課
用 地 課

佐 伯 土 木 事 務 所 管 理 ･ 保 全 課
道 路 課
河 港 砂 防 課
総 務 課

豊後大野土木事務所 企 画 調 査 課
建 設 ･ 保 全 課

竹 田 土 木 事 務 所
総 務 課
建 設 ･ 保 全 課

玖 珠 土 木 事 務 所
総 務 課
建 設 ･ 保 全 課
総 務 課
企 画 調 査 課
用 地 課日 田 土 木 事 務 所
管 理 ･ 保 全 課
建 設 課

総 務 課
企 画 調 査 課
用 地 課
管 理 ･ 保 全 課
建 設 課

中 津 土 木 事 務 所

建 築 住 宅 課
中津日田道路建設室

宇 佐 土 木 事 務 所
総 務 課
建 設 ･ 保 全 課

（河川課）
芹川・北川ダム管理事務所 管 理 課

建 設 課

道 路 建 設 課

中津日田道路建設室

高速交通ネットワーク推進班

都 市 計 画
盛 土 対 策 班

班

土木建築部の組織



２．地方機関の概況
（１）管内の概要

名　　称 所　管　区　域 面積（㎢）人口（人） 所　　在　　地

❶ 豊後高田土木事務所 豊後高田市（１市） 206.24 21,839 
〒 879－0621
豊後高田市是永町 39
TEL（0978）22－2285　FAX（0978）22－2920
http://www.pref.oita.jp/site/bungotakada17015/

❷ 国東土木事務所 国東市、姫島村
（１市１村） 325.09 26,884 

〒 873－0504
国東市国東町安国寺 786－1
TEL（0978）72－1321　FAX（0978）72－3107
http://www.pref.oita.jp/site/kunisaki17002/

❸ 別府土木事務所 別府市、杵築市、日出町
（２市１町） 478.68 168,448 

〒 874－0840
別府市大字鶴見字下田井 14－１
TEL（0977）67－0211　FAX（0977）67－6480
http://www.pref.oita.jp/site/beppu17003/

❹ 大分土木事務所 大分市、由布市（２市） 821.71 506,728 
〒 870－0905
大分市向原西１－４－２
TEL（097）558－2141　FAX（097）552－5701
http://www.pref.oita.jp/site/oita17004/

❺ 臼杵土木事務所 臼杵市、津久見市
（２市） 370.68 49,845 

〒 875－0041
臼杵市大字臼杵字洲崎 72 － 254
TEL（0972）63－4136　FAX（0972）63－7885
http://www.pref.oita.jp/site/usuki17005/

❻ 佐伯土木事務所 佐伯市（１市） 903.14 64,463 
〒 876－0813
佐伯市長島町１－２－１
TEL（0972）22－3171　FAX（0972）22－9543
http://www.pref.oita.jp/soshiki/17006/

❼ 豊後大野土木事務所 豊後大野市（１市） 603.14 32,485 
〒 879－7131
豊後大野市三重町市場 1123
TEL（0974）22－1056　FAX（0974）22－0978
http://www.pref.oita.jp/site/oono17016/

❽ 竹田土木事務所 竹田市（１市） 477.53 19,362 
〒 878－0013
竹田市大字竹田字山手 1501 －２
TEL（0974）63－2108　FAX（0974）63－3031
http://www.pref.oita.jp/site/taketa17008/

❾ 玖珠土木事務所 玖珠町、九重町（２町） 557.97 22,014
〒 879－4413
玖珠郡玖珠町大字塚脇 137 －１
TEL（0973）72－1152　FAX（0973）72－3074
http://www.pref.oita.jp/site/kusu17009/

10 日田土木事務所 日田市（１市） 666.03 60,770 
〒 877－0004
日田市城町１－１－ 10
TEL（0973）23－2141　FAX（0973）23－3174
http://www.pref.oita.jp/site/hita17010/

11 中津土木事務所 中津市（１市） 491.44 82,237 
〒 871－0024
中津市中央町１－５－ 16
TEL（0979）22－2110　FAX（0979）22－2244
http://www.pref.oita.jp/site/nakatu17011/

12 宇佐土木事務所 宇佐市（１市） 439.05 51,219 
〒 879－0454
宇佐市大字法鏡寺 235 －１
TEL（0978）32－1300　FAX（0978）33－4956
http://www.pref.oita.jp/site/usa17012/

計 6,340.70 1,106,294 

（注）１．人口は令和４年版大分県の人口推計報告による。（令和４年 10 月 1 日現在）
　　 ２．面積は国土地理院「全国都道府県市町村別面積調」による。（令和５年１月 1日現在）



（２）土木事務所の管轄地域と地方機関所在図



１

基本理念「生命」を紡ぐ県土づくり

分野別の施策の展開

取組に当たっての視点

　施策の推進に当たっては、共通の基本的な考え方や留意事項として掲げた以下の４つの視点に立って行います。

県民参加型行政の推進

おおいた土木未来プラン2015（改訂）
と　 き 　め　 き

いのち つむ

　「景観十年、風景百年、風土千年」（「風土工学」竹林征三（著））という言葉が示すように、技術が生み出す価値は未来への
種であり、それを芽吹かせ、育て、やがてその地の風土となって人々の生活に溶け込んでいくことが社会資本の理想のすがたで
す。
　世代を超えて、「関わった人・造った人の想い（生命）がこもり、利用する人々の安全・安心（生命）が守られ、次世代の人 （々新し

　本プランは具体的な施策を３つの分野に織り込み、安全な暮らしを守り地域の活力と発展を支える県土づくりを進めます。

Ⅰ 安心な暮らしを守る強靱な県土づくり　
頻発・激甚化する自然災害から県民の命と財産を守り、経済社会が致命的なダメージを受けず、また、速やかに復旧・復興で
きる粘り強くしなやかな県土の構築を目指し、ハード対策とソフト対策の適切な組み合わせによる強靭な県土づくりを進めます。

Ⅱ 活力と潤いのある魅力的な地域づくり　
来て良し住んで良しの「おんせん県おおいた」を目指し、快適な都市空間の形成や潤いのある水環境の創出など魅力的な地
域づくりを進めるとともに、観光施策等と連携したツーリズムへの支援を進めます。

Ⅲ 発展を支える交通ネットワークの充実
人や物の流れを活性化し産業の発展基盤を整えるとともに、災害時のリダンダンシーを確保するため、九州の東の玄関口とし
ての拠点化を図る港湾整備や道路ネットワークの充実を進めます。　

地域の意見やニーズを取り入れ、利用者の満足度を高めるため、構想・計画・実施・管理の各プロセス
において各種団体や地域住民等との協働や県民の要請に対する迅速な対応を実施します。

２ 効率的・効果的な事業の推進
限られた予算の選択と集中による有効活用や事業の透明性確保のため、事業実施の各過程（計画・設
計・工事・維持管理）において、事業評価、品質確保、先端技術の活用による生産性向上、事業執行マ
ネジメント、価値向上の取組を実践します。

３ 自然環境や周辺景観などへの配慮
豊かで美しい自然や景観を保全・形成するため、自然環境や景観への配慮、循環型社会や低炭素社会へ
の対応に取り組みます。また、全ての人に配慮したユニバーサルデザインの考え方を踏まえた公共施設
の整備、改善に取り組みます。

４ 人づくりの推進
社会資本の整備や維持管理及び災害時の対応を地域で支える建設業の担い手の確保・育成に取り組みま
す。また、本プランを実行していく土木建築部職員の人材育成にも取り組みます。

平成28年３月策定（令和２年３月改訂）

土木建築部の長期計画



土木未来プロジェクト
　喫緊の課題への対応や大規模事業、新たな視点での取組などを以下の８つのプロジェクトとして重点的に推進します。

県土づくりの進め方
　『「生命」を紡ぐ県土づくり』を基本理念とし、強靱な県土づくりや地方創生の加速前進などの時代の要請を踏まえた新たな
課題への対応を具体的な施策として３つの分野に織り込み、安心な暮らしを守り、地域の活力と発展を支える県土づくりを進め
ます。

 豪雨災害対策

 南海トラフ地震対策

 九州の東の玄関口としての拠点化

 大分都市圏交通円滑化対策

 道路空間の再生

 大分県公営住宅マスタープラン2020の策定及び推進

 社会資本の集中的メンテナンス

 建設産業の魅力発信

１ 治水対策の推進
２ 土砂災害対策の推進
３ 地震・津波、高潮対策の推進
４ 交通安全対策の推進
５ 社会資本の老朽化対策と適切な維持管理
６ 危機管理体制の充実

１ 快適な都市空間の形成
２ 潤いのある水環境の創出
３ 快適な住まいづくりの推進
４ ｢おんせん県おおいた」のツーリズム支援

１ 広域道路ネットワークの構築
２ 地域道路ネットワークの充実
３ 海上輸送拠点の強化

【土木未来プロジェクト】
喫緊の課題・大規模事業・
新たな視点での取組など

①豪雨災害対策
②南海トラフ地震対策
③  九州の東の玄関口としての拠点化
④大分都市圏交通円滑化対策
⑤道路空間の再生
⑥大分県公営住宅マスタープラン
2020の策定及び推進
⑦社会資本の集中的メンテナンス
⑧建設産業の魅力発信

基
本
理
念
「
生
命
」
を
紡
ぐ
県
土
づ
く
り 【取組に当たっての視点】



『土木未来宣言』 ～職員の共通の価値観と行動指針～『土木未来宣言』 ～職員の共通の価値観と行動指針～
と き め き

時代の要請

● 時代の要請への対応 ●

使　　命

＋
県 民 の 生 命 財 産 を 守 る

県民の望むサービスを提供する

心得３原則

①県 民 優 先 の 原 則

②地 域 密 着 の 原 則

③価 値 向 上 の 原 則

あるべき姿

● 県民が主役 ●

　限られた予算の中で、多様化する県
民のニーズに応えていくためには、人
材・組織・予算を効率的に活用し、県
民が主役の、県民とともに土木建築行
政を進めていきます。

県民が夢を持ち、自らが主役となって
地域づくりを推進

地域に密着し、県民とともに地域づく
りに取り組み、地域の声を積極的に業
務に反映

● 県民とともに ●

・人口減少の克服と元気な地域づくりの
実現

・建設産業の担い手確保と女性の活躍
・先端技術の積極的な活用
・強靱な県土づくり
・若手職員への技術の継承　など

　時代の要請に的確に対応し、行政主導

から県民主体への整備手法を構築してい

きます。

　時代の要請に的確に対応していくためには、現状に満足せず、常に改善していく姿勢が必要です。
　また、県民が主役の、県民とともに土木建築行政を推進していくためには、地域に密着し、県民優先の原点に
立ち返り、地域の声を積極的に業務に反映していかなければなりません。
　そのためには、次に掲げる職員の「使命」や「心得３原則」を共通の価値観とし、業務を行うことが必要です。

　職員の「使命」や「心得３原則」を共通の価値観として、これを基に、職員一人ひとりが意識改革し、夢と誇
りを持って仕事を進めていくために、次に掲げる３つの『行動指針』に基づき、具体的な行動を展開します。

行動指針

土木事務所は、県民の安全安心を守る
『地域の総合防災センター』

土木事務所は
『住民サービスの最前線』

　風通しが良く、努力が報われる職場づくり
『課題解決型チーム』を編成

１ 私たちは、すぐに駆け付けます ２ 私たちは、よく見、よく聞きます ３ 私たちは、常に改善していきます



土木建築部の行動指針



（１）部局別一般会計予算額

（２）土木建築部の一般会計予算額

土木建築部の予算概要
令和５年度７月補正後予算

総額
724,611,000
（100％）

（単位：千円）

総務部 
173,676,837 
(23.97%)

福祉保健部
139,658,810 
(19.27%)

商工観光労働部  95,401,706  (13.17%)

生活環境部 12,935,031(1.78%)

農林水産部
60,478,842 
(8.35%)

土木建築部
96,738,621
(13.35%)

教育委員会
106,510,232
(14.70%)

企画振興部
8,994,379 
(1.24%)

警察本部  27,107,693  (3.74%)

会計管理局
議会・人事委・監査事務局

3,108,849 (0.43%)

歳出予算の各部局分類

財源別分類表
（単位：千円）

使用料及び手数料 1,438,069 (1.49%)
分担金及び負担金 2,211,802 (2.28%)

総額
96,738,621
（100％）

国庫支出金 
33,459,168
(34.59%)

一般財源
13,646,903
(14.11%)

財産収入  31,661 (0.03%)
寄附金  2,400 (0.00%)

諸収入  1,990,839  (2.06%)

県債
43,657,000
(45.13%)

繰入金 300,779(0.31%)



（3）土木建築部関係予算の事業別推移

その他

施設・建築

都市計画・公園生活排水

港湾

河川・砂防

道路

1,800 

1,600 

1,400 

1,200 

1,000 

800 

600 

400 

200 

0 
平11

（7月補正後）
平12（当初） 平13（当初） 平14（当初） 平29（当初） 平30（当初） 令元

（7月補正後）
令2

（当初）
令3

（当初）
令4

（当初）
令5

（7月補正後）

（単位：千円）

総額
96,738,621
（100％）

道路建設課 
19,001,957
 (19.64%)

道路保全課
24,027,122 
(24.84%)河川課 

25,789,863
(26.66%)

港湾課  5,129,470  (5.30%)

砂防課  9,803,966  (10.14%)

都市・まちづくり推進課
4,395,917  (4.54%)

公園・生活排水課  1,656,767  (1.71%)
建築住宅課  2,545,081  (2.63%)
施設整備課  1,610,888  (1.67%)

土木建築企画課  2,777,590  (2.87%)

課別分類表



中津日田道路「三光本耶馬渓道路」の整備促進

中九州横断道路「竹田阿蘇道路」の整備促進

　中九州横断道路は大分市と熊本市を結ぶ全長約120ｋｍ
の高規格道路です。中九州横断道路のうち、平成３１年度
に事業化された「竹田阿蘇道路」では令和４年１２月に竹
田小学校で着工式が開催されました。当日は竹田高校書道
・吟詠部の書道パフォーマンスにより、中九州横断道路へ
の地域の思いを表現していただきました。
　完成後は防災機能の向上、地域産業・医療活動の支援と
いった効果が期待され、引き続き国土交通省へ整備促進を
はたらきかけていきます。

　中津市から日田市に至る全長約５５ｋｍの高規格道路 中津日田道路のうち、「三光本耶馬渓道路」に
おいて、令和４年９月に跡田トンネルの貫通式が開催されました。
　また、令和５年度は田口IC～青の洞門・羅漢寺ICの開通が予定され、これにより中津港へのアクセス
性向上や地域の観光振興への寄与が期待されます。

　令和６年４～６月に JR と地元市町村及び観光
関係団体による、国内最大規模の観光キャンペー
ン「ディスティネーションキャンペーン」が大分
県と福岡県で共同開催されます。来県者におもて
なしの道路環境を整備するため、県内の周遊観光
コースを中心に支障木伐採や除草、路肩や路面の
清掃及び区画線の更新を行い、良好な道路の沿道
景観を創出するほか、道の駅のトイレを整備し、
道路の環境整備を行います。

道路建設課

令和５年度の
トピックス

道路建設課

DCに向けたおもてなしの道路環境整備
道路保全課

整備イメージ（H27 事例）

支障木伐採：国道 213 号（豊後高田市）



玉来ダム　本格運用開始
河川課

大分空港海上アクセス整備　旅客ターミナル建設工事
施設整備課
港湾課

ＢＬＯＣＫＳ（大分県建設産業女性活躍加速化促進事業）の取り組み
土木建築
企画課

　竹田市の玉来ダムは平成３年に竹田水害緊急治水ダム建設事業
として採択され、平成 29年から本体工に着手しました。令和４年９
月には試験湛水を開始し、直後に襲来した台風 14 号の降雨を受け
込み、一定の治水効果を発揮するとともに、一週間で満水となりま
した。
　令和5年度より、治水専用ダムとして本格運用を開始しています。

　大分空港へのアクセス向上や地域の活性化を図る目的で、ホーバークラフト再就航に向けた事業を進め
ており、空港側と西大分地区（大分市側）と併せてターミナル整備を計画しています。
　大分県の玄関口としてふさわしいランドマークとなるように、西大分地区においては、別府湾の素晴ら
しい景観を楽しむことができ、ベイサイドエリア一帯における「にぎわい空間」を創出する施設の整備を
進めています。

　大分県では、女性の新しい領域の働き方を創り、地域を守る建設産業としての誇りを忘れず、建設産業の
新たな未来を「積み上げる」というコンセプトのもと、令和２年度に「大分県建設産業女性活躍推進事業
（ＢＬＯＣＫＳ）」をスタートしました。
　４年目となる令和５年度は「大分県建設産業女性
活躍加速化促進事業」にアップデートし、３年間積
み上げてきたものを基に、さらに大分県の建設産業
が、日本で１番「女性が輝きながら能力を発揮でき
る場所」となることを目指して、今年度もみんなで
「積み上げて」いきます。

設計時のイメージCG（空港側） 設計時のイメージCG（西大分地区）


